
茅野で「ウクライナの子どもたちの絵画展」

講演会やコンサートへの来場も呼び掛ける関係者

くるみ－ずと全国簡易トイレ普及協会 願
い
伝
わ
る

会
期
中
講
演
会
や
コ
カ
リ
▲
ナ
演
奏
会
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
コ
カ
リ

ナ
（
木
の
オ
カ
リ
と
愛
好
者
グ
ル
ー
プ
「
く
る
み

ー
ず
」
（
唐
澤
な
お
み
代
表
）
と
全
国
簡
易
ト
イ
レ
普

及
協
会
（
地
村
健
太
郎
代
表
理
事
）
主
催
の
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
展
」
、
が
5
日
、
茅
野

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で
始
ま
っ
た
。
8
日
ま
で
行
っ

た
後
、
市
中
央
公
民
館
で
1
5
日
ま
で
、
続
い
て
㌘
日

ま
で
市
内
の
諏
訪
信
用
金
庫
4
支
店
に
分
散
し
て
展

示
。
会
期
中
に
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直

後
か
ら
人
道
支
援
を
続
け
て
い
る
千
曲
市
出
身
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
在
住
の
坂
本
龍
太
朗
さ
ん
（
3
9
）
の
講
演
会

や
、
コ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、
来
場
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の

支
援
は
日
本
コ
カ
リ
ナ
協
会
が

「
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

立
ち
上
げ
て
行
っ
て
お
り
、
坂
本

さ
ん
が
公
認
講
師
を
務
め
る
縁

で
、
く
る
み
ー
ず
も
参
加
。
被
災

地
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
同
普
及

（
武
井
葉
子
）

協
会
で
は
、
坂
本
さ
ん
を
通
じ
て

現
地
に
簡
易
ト
イ
レ
を
届
け
て
い

る。
展
示
す
る
絵
画
は
、
坂
本
さ
ん

を
通
じ
て
日
本
の
支
援
者
に
送
ら

れ
た
も
の
で
、
平
和
を
象
徴
す
る

ハ
ト
や
ヒ
マ
ワ
リ
、
桜
、
日
の
丸
、

地
球
、
傷
つ
い
た
母
子
な
ど
約
6
0

点
。
文
字
は
理
解
で
き
ず
と
も
子

ど
も
た
ち
の
平
和
へ
の
願
い
が
伝

わる。1
0
日
は
午
後
2
時
か
ら
、
市
中

央
公
民
館
で
コ
カ
リ
壬
へ
三
コ
ン

サ
ー
ト
。
講
演
会
は
1
2
日
午
後
1

時
か
．
ら
、
ゆ
い
わ
ー
く
茅
野
で
開

き
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
語
学
校
教

頭
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
語
教
師
会

事
務
局
長
で
も
あ
る
坂
本
さ
ん
が

「
今
、
．
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た

ち
は
」
と
題
し
て
話
す
。
終
了
後

コ
カ
リ
ナ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
▼
。
夢

金
箱
も
置
く
。
入
場
無
料
。

唐
澤
代
表
と
地
村
代
表
理
事
＝

と
も
に
茅
野
市
＝
は
「
地
元
で
の

講
演
会
は
初
。
ま
だ
復
興
は
途

中
。
ニ
ュ
ー
ス
に
載
っ
て
こ
な
い

現
状
も
知
っ
て
ほ
し
い
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
忘
れ
な
い
で
」
と
話
す
。


